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日中は汗ばむほどの陽気となり、夏の近いことを実感する季節になり 

ましたが、同窓生の皆様においては毎日お元気でお過ごしのことと存じます。 

今回は、天理看護学院が閉校して感じたことや、看護ようぼくについて、 

教祖130年祭への思いなど、いろんな思いを綴ってみました。 

 

 

 

２科１期生 村上 光恵 

教祖80年祭を迎える今から50年前、二代真柱様の構想で“医薬は修理 肥の薬”と「憩の家」ふしんが完成され、信者宿

泊詰所に使われた後、４月より開院となった。看護用木として病む人々の手となり足となりよう天理高校二部に通学させて

頂きながら、昼間准看養成所で学ばせて頂き、卒業後高看１期生として、進学させて頂いた。教会に縁あり、嫁がせて頂き、

多くの信者さん方に見守られ、５人の子供たちも成人させて頂き、息子一人は医者に、孫一人は天高入学、寮生活に入らせ

て頂いた。思えば、あの頃、親心を沢山頂き、寮の先生方に仕込んで頂いたお蔭で現在があると、感慨深く、又、訪問看護、

特養にと今でも病める人のそばに寄り添う事が出来、ほんとうにありがたく感謝させて

頂いております。 ♪ 「事情、身上は道の華、その理を悟る成人を求めて進む人々の

心を勇め、身を守る使命を受けし、私達 よろこび寮の私達～」 

 

 

 
看護ようぼく開始の思い出   ２科2期生 谷りう子             

 おぢば（天理）に住んで早や半世紀が過ぎました。今日まで元気に過ごさせて頂いていることに感謝しながらの毎日です。            
初めておぢばに来た時は、教祖８０年祭の２年前で、おやさとやかた西棟(憩の家)もまだ鉄骨の骨組があらわの状態でし

た。工事は日々目に見えて進み年祭には立派なやかたが完成していました。開所直前は、当所１階のスペースを、年祭で帰

参信者さんの仮宿泊施設として使用されていました。４月１日開所から外来診療が始まり、患者さんの多さには驚きました。 
病棟は私たち高校生（准看）が半数以上占めており、婦長（師長）、主任、先輩方は不安

と心配で大変だったと思います。それ以上に私達は不安と恐怖を抱きながらも頑張りました。 
患者の皆様からは、充分な看護も出来ていない私達にも関わらず、感謝の言葉をかけて頂き、

喜んでくださった事が心苦しく思うことが多々ありました。今も当時の反省をしながらも、

懐かしい思い出となっています。長い年月の間には色々なことがありましたが、あっという

間に過ぎたように思います。いよいよ平成２８年、教祖１３０年祭を迎えさせて頂くことに

心より感謝しております。 

 



 

 

教祖の親心におこたえできるようぼくに   ２科４期生橋本礼子 

教祖百三十年祭に向け、ようぼくとして成人を促されている時に、身上の手引きを頂きまし

た。これは私の信仰について考える時間を下さったのだと思えました。それは患者として天理

教の理念を持つ「憩の家」に入院させて頂いたことで、おさづけの不思議な力を私の身体を通

して見せて頂いたからです。おさづけの手から暖かい温もりを感じ「あーもう大丈夫」と言う

気持ちと共に感謝の心でいっぱいになったのです。この身上を通して人だすけを促されている

のです。親心におこたえできるよう成人したいと思います。 

 
 
 
 

天理看護学院閉校への思い  ２科６期生  松阪 さよこ 
 学院を卒業して40数年。  昨年、天理看護学院が閉校し友との学院生活、看護実習な

ど色々な事が走馬燈のように思い出され、中でもなつかしい学舎は今でも心に残っておりま

す。数人の友と今生の別れを経験し、生かされていることを感謝しながら看護に勉めてきま

した。 永く培われた看護の精神が医療大学に引き継がれ、社会のニーズに応えられる多く

の人材が巣立つことを望んでいます。 130年祭に向け、今後更に任務を自覚し邁進したい

と考えています。 
                                          
 

 
 

教祖 130 年祭へむけて   ２科 第 15 期生 

堺真由美 旧姓久保 
教祖130年祭仕上げの年、にほいがけおたすけに精一杯つとめさせて頂いております。 

  天理、看護職を離れて 30 年、5 人の子供も成人し 教会の御用に専念させて頂ける現在

を大変喜びに感じております。九州からおぢばがえりする中 おやさとに帰れる安らぎと同

窓生に会える嬉しさと二重に味わう事ができ 先日も 目黒和加子さんの講演が縁で、美代ち

ゃん 里 きょうべぇに再会できました。銘々が今ある環境の中で 信仰を求め通っている姿 

に気持が勇みました。大切なこの旬、毎日出会う方々との 縁を喜び 女性に与えて頂いた繋 
    ぎの徳分を惜しみなく使わせて頂き 今日もいそいそと御用に走らせて頂きます。同窓生の  

             皆様、どうぞお元気で。 
 
 
 
 
１科5期生  大木笑子 

学生時代の自分は要領が悪く、何をしてもうまくいかないことばかりで、正直つらい3年間

でした。卒業時には、2度と戻らない！と思って卒業したはずなのに、なぜか不思議なご縁で、

学院最後の10年間を専任教員として学院で過ごさせていただきました。教員になって初めて、

自分たちがどれだけ丁寧に育てられたかがわかりました。そして今また臨床に戻り、卒業生の

皆さんに助けられながら仕事をさせてもらっています。1人ひとりに真剣に向かい合うことで、

伝わっていくものがあると思います。これから向き合う全ての人に、看護の心を伝えられる人

になりたいと思っています。 



 
 

2科19期生幹事 渡辺 奈保子 
19 期のみなさま、お元気でお過ごしですか？いよいよ教祖様 130 年祭ですね。天理に来てはや 35

年になります。振り返ると月日の経つのは早く驚くばかりです。今回レターのメッセージを担当させ

て頂いたので、天理での思い出を勝手にランキングしてみました。 
 
Ｎｏ1．☆彡   おやさま100年祭（ひのきしん参加 (ヽ̂ o )̂丿学院1年生20歳の私は若かった！） 
Ｎｏ2.(̂ o )̂   卒業旅行（城崎温泉・天橋立－バス中、みんなで歌った岬めぐり♪） 
Ｎｏ3．(*_*;   臨床実習・本島キャンプ・菅平スキー（どれも思い出満載(̂ O )̂／） 
＊番外 ＼(゚ ロ＼)(／ロ )゚／ 准看ダッシュ（今は、あんなにもう走れない(+o+)） 

今秋の高校同窓会、来年度の学院総会で会えるといいですね。   
 

 
 

 
 
救護（ひのきしん）に参加して頂いた方から一言頂きました 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学生時代からずっとお世話になったお地場、こんな年齢にな

っても救護させて頂き心から感謝しています。現役の方と昔

の話をするのが何より楽しく、どうか伝統が続いていきます

ようにーー願っています。  もう救護されそう

（  ）……ですが、一日ずつを感謝していま

す！！（誕生祭西支所救護所）  
２科５期 畑田多美子 

 
 

毎回、来させていただくたびに先

輩の話を聞かせて頂き、ほんとに

よい勉強になり、また、後輩との

話がとても楽しく日頃の生活の忙

しさを忘れさせてくれます。いつ

もお世話どりして頂く方々に感謝

です。ありがとうございます。年

祭の救護活動もよろしくお願いし

ます。できるだけ参加させて頂き

ます。 
２科６期 橋本ケイ 

 

以前、お世話になった大先輩とお会いし、定年後の

いろいろアドバイスをいただいたり、学生時代の思

い出に花を咲かせ、楽しい時間にもなり、救護ひの

きしんに参加させて頂けることに感謝いたしてお

ります。病院でも、先輩や同級生に支えられ、後輩

の方々にさんざんご迷惑をおかけして定年を迎え

その後も感謝の日々でした。それでもこういう場が

ありそのつながりを有難く思います。１５才からの

出会いがこんなに長く続いていることを不思議に

ありがたく思います。 
          ２科８期 浦田悦子 
 

救護ひのきしんに参加させて

頂きました（ひのきしんデー）。

２回目の参加ですが、慣れなく

ドキドキでしたが無事終わり

感謝です。傷が深く病院送りの

方もいましたが、救護所に来ら

れる方も少なくよかったです。 
２科９期 山田操 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

婦人会行事を違う側面か

ら考えることができて良

かったです。 ひのきしん

をしながらお道の話を深

めることができました。患

者として来られる方の身

情も見させて頂いた者の

因縁等も感じ勉強になり

ました。 
２科９期 荒川敬子 

 

天気の悪い中、大勢の方が参拝されていました。身体がご不自由で家族

からはおぢばへ帰ることを反対されてあったにもかかわらず帰ってこ

られ転倒。こんなことがあったことが知られると二度とおぢばに帰れな

くなると手を合わせられるご老人がおられました。 おぢばで見守られ

過ごさせて頂いていただいている自分を見つめなおす機会をいただき

ました。ありがとうございました。 
                   ２科９期 高田晴美 
 

久しぶりに救護ひのきしんに参加

させて頂きました。色々な救護の想

定をしての物品の準備や時期、場所

に応じての対応のしかたも変りま

す。改めて勉強になることがありま

した。ありがとうございます。 
２科１４期 杢野浩子 

 

毎月月次祭で参拝した際、総合案内所の隣で、同期生で集まっ

ています。 今回、別館病棟で働いていた先輩である鈴木師長さ

んが健康管理室に配属され救護担当されることになり、月次祭や

天理教の行事の際救護させていただくことになりました。救護の

際、先輩や後輩の方々と話をさせて頂いたり、一緒に救護で教え

て頂き、勉強になり、楽しくさせて頂いています。同期性だけで

なく、先輩や後輩にも声をかけ救護させて頂く人たちが増えたら

よいと思います。 ２科１３期生 西本恵理子 
 

教祖御誕生祭の参拝の時、伊庭治代に会いに救護

所に立ち寄りました。１３期生の西本さんもおら

れそこに９期の鈴木さん、内田元師長さんも立ち

寄られ、話に花が咲きました。訪問される方も多

く、救護所の雰囲気も懐かしかったです。機会が

あれば救護ひのきしんに参加させて頂きたいと

思います。 ２科１４期 園田文子 
 
 

身上者もいなくてよかったです。OB の方

とも一緒になり先輩方のお話を聞かせて頂

いて、そのような機会も貴重な体験で楽し

い時間を過ごさせて頂きました。また参加

させて頂きたいと思います。同期にも声を

かけたいと思いました。 
１科１５期 長谷川杏里 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

天理看護学院 同窓会 役員より お知らせ 
閉校記念誌は届きましたでしょうか？ 

お振込みがお済でない方は、お早めにお願いいたします。 
また、閉校記念誌を希望されたにも関わらず、手元に届いていない方は、以下のメール 
アドレスにご連絡ください。   noriko.k@tenriyorozu.jp 
少し、お時間がかかりますが、レターパックで郵送させて頂きます。 

 
現在、天理看護学院同窓会のフェイスブックを作成し、全国の同窓生の方がネットで 

近況を閲覧できるように検討しております。お楽しみにお待ちください。 
 

来年の１月は、いよいよ、教祖130年祭の年です。３月には天理医療大学の第１期生の 
学生が卒業します。また、同窓会総会の年でもあります。看護ようぼくとして、さらなる 
成人を心に定め、頑張りましょう！ 

 
 

病棟とは違う対応や対処

の仕方を OB の方から学

ばせて頂けて、すごくよ

かったです。半日でした

が大きな学びになりまし

た。 
１科２６期 坂東優美 
 

救護ひのきしんの楽しみは先輩や後輩に出会い、元気をいただ

けることです。婦人会総会では「人を助けることにつくす年で

ある」と話してくださいました。新たに気持ちがひきしまる思

いです。機会があれば参加させて頂きます。 
２科１５期 足立貴代美（旧姓川浦） 

教祖130年祭を来年にひかえ、今回初めて救護ひのきしんに参加させて

いただきました。全国各地、朝早くからお参拝に来られた方でおぢばは

にぎわっていました。救護所に来られる方々の訴えは様々で中には病院

受診するべきか判断に迷うこともありましたが、OB の方の経験でご助

言頂き、的確な判断をすることができました。普段の勤務とはまた違っ

た人との対応が経験できてよかった。またOBの方々とも昔のこと、人

生のことを話が聴けて貴重な経験させて頂き、充実した時間を過ごせま

した。ありがとうございました。 
東２中井晴香 

 



 
     

  
    救護係りより 

 
 

 
救護ひのきしんへの参加ありがとうございます。 

お陰様で看護ようぼくによる救護活動を始めて13年目となりました。皆様のご協力の賜物と嬉しく 
感謝しています。 
今年は130年祭目前に向けて例年にないおぢば行事が予定されています。どうか一人でも多く 

ご参加頂けますようよろしくお願い致します。 
メインのこどもおぢばがえり救護は医療大学生中心ですが、昨年から学院閉校により学生の参加数 

は減少しています。（昨年レターで報告させていただきましたが、延べ220名減少） 
学生募集は直前まで対応していますが、初めて参加する学生が大半なので負担、不安を感じている 

こともありOG、OB参加はなにより安全、安心、学びの場となります。また、OG,OBも何かと副産 
物もあるようです。 
今年も多くの方にご参加頂きますようご案内、お願い申し上げます。 

 
同窓会救護ひのきしん係       リーダー    升本良子 （2科5期生） 

                      サブリーダー  鈴木あきよ（2科9期生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救護ひのきしん申込み方法 
こどもおぢばがえりの救護時間は基本的には、①と②ですが時間調整は相談にのります。 
下記の要領で例を参考にお早目に申込み頂けるとありがたいです。 

例① 9：00～16：00まで（昼食あり） 
例② 18：00～22：00まで（夕食あり） 

連絡先：① 0743－63－5611内線8647健康管理室 鈴木あきよ 
        ② kenkoukanri@tenriyorozu.jp 憩の家健康管理室メールアドレス 
          ＊平成26年にお知らせしたメールアドレスより変更になっています。 
        ③ 090－1965－9812  升本良子 
 



 

月"日 曜日 場""所 時""間 行事名 集合時間
.月/0日 日 消防掛 4566789566 月次祭 .<=>
.月=>日 木 天理高校総合体育館 456678H566 第J4回LMNO武道大会柔道 .<U>救本
.月=X日 金 天理高校総合体育館 456678H566 第J4回LMNO武道大会空手 .<U>救本
\月X日 土 天理高校総合体育館 456678H566 第J4回LMNO武道大会剣道 .<U>救本

\月/0日 水 消防掛 456678`566 月次祭" .<=>
a月b""c 親里fghi場 "j56678H566 第89回天理fghikilmn \<=>
a月/0日 土 消防掛 456678`566 月次祭" .<=>
a月/0日 土 別席場 "456678q596 X=>年祭前特別 .<=>
X>月/u日 日 消防掛 "456678H566 大祭前日 .<=>
X>月/u日 日 別席場 "456678q596 大祭前日 .<=>
X>月/0日 月 別席場 8J56678q596 大祭" XX<=>
X>月/0日 月 消防掛 "456678H566 大祭 .<=>
X>月/0日 月 西支所 "456678H566 大祭 .<=>
X>月/0日 月 西泉水yin西側{茶所 8}5667J8566 青年会前夜祭 X0<=>
X>月/.日 火 消防掛 456678`566 青年会総会 .<=>
X>月/.日 火 西支所 459678`566 青年会総会 \<>>
X>月/\日 水 親里球場 456678}566 第`/回全教野球大会 .</>
X>月/\日 水 白川gf�� 456678}566 第`/回全教野球大会 .</>
X>月/\日 水 天理大学野球場 456678}566 第`/回全教野球大会 .</>
X>月/a日 木 親里球場 456678}566 第`/回全教野球大会 .</>
X>月/a日 木 白川gf�� 456678}566 第`/回全教野球大会 .</>
X>月/a日 木 天理大学野球場 456678}566 第`/回全教野球大会 .</>
X>月=>日 金 親里球場NL 456678H566 第`/回全教野球大会 .</>
X>月=X日 土 親里球場NL 456678H566 第`/回全教野球大会 .</>
XX月/0日 木 消防掛 456678`566 月次祭" .<=>
XX月/a日 日 別席場 "456678q596 X=>年祭前特別 .<=>
X/月X=日 日 杣之内第一体育館 456678}566 第/X回天理����in大会 .<u>
X/月/0日 土 消防掛 456678`566 月次祭 .<=>
X月U日 月 西{守�所 459678J566 鏡開� .<u>
X月u日 火 消防掛 456678q566 {節会 .<=>
X月u日 火 東右X棟X階�in南側 456678q566 {節会 .<=>
X月0日 水 消防掛 456678q566 {節会 .<=>
X月0日 水 東右X棟X階�in南側 456678q566 {節会 .<=>
X月.日 木 消防掛 456678q566 {節会 .<=>
X月.日 木 東右X棟X階�in南側 456678q566 {節会 .<=>
X月/u日 月 消防掛 456678H566 大祭前日 .<=>
X月/u日 月 別席場 456678q596 大祭前日" .<=>
X月/0日 火 別席場 456678X596 大祭" .<=>
X月/0日 火 消防掛 456678H566 大祭" .<=>
X月/0日 火 西支所 456678H566 大祭" .<=>
/月/0日 金 消防掛 456678`566 月次祭 .<=>
=月/0日 土 消防掛 456678`566 月次祭 .<=>
=月/\日 月 東回廊下第一道場 4566786596 春N学生{¡¢£¤� .<=>
=月/\日 月 {茶所b後夜祭c 8H5967J8596 春N学生{¡¢£¤� X0<>>

O¦§{¡¢£¤�b86日間c"}月JH日b日c74月`日b火c

"平成/.年度救護同窓会®N�¯°参加予定者b.月7=月c


